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炭素 14濃度測定による太陽活動極小期におけるシュワーベサイクルの特性の研究

Variation of Solar ’11-year cycle’ during the grand solar minima
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我々のグループでは、樹木年輪に含まれる宇宙線起源放射性炭素の濃度を測定することで過去の太陽活動の変動を調
べている。
我々はこれまでにマウンダー極小期、シュペーラー極小期、紀元前 4世紀の太陽活動極小期における 14C濃度の測定

を行なっている。
本講演では、これまでに測定を行なった 3つの極小期におけるシュワーベサイクルの特性について、新たに加わった

データを含めて議論を行う。


